
 

 

テーマ 
①ＤＶ防止教育、児童虐待防止教育 
②防災教育と災害後の心のケア 

ねらい ①ＤＶ、児童虐待がなぜ起こるのかを学び、社会人になったときの望ましい人間関係の築き方を学ぶ。命をおびやかす暴力の連鎖を断ち切る。 
②自然災害を乗り越えたり、被害を最小限にくいとめる試みをした実践を学ぶ。 

指導のポイント 事前 学習・体験 事後 

高 

等 

学 

校 

【感動の体験】 

①自分で自分の心と身体のセルフ

コントロールができる体験をさ

せる。 

②様々な災害を克服するために、人

と人の絆が最も大きな力になっ

ていたことを知らせる。 

 

 

【感性を育む】 

①暴力を受ける側の現実や被害に

思いをはせ、暴力は微塵も許され

るべきではないと感じとらせる。 

 

 

【想像力の育成】 

①暴力をふるう側が、「支配と権力」

をよりどころにしていることを

理解し、暴力に依存してしまう人

間の心理を想像させる。 

②人間同士の絆によって困難を克

服できることの強さを感じとら

せる。 

【先生の準備】 

・ 暴力（ＤＶや虐待）に関する新聞記事や創作事例

を用意する。 

・ ＤＶや虐待に関する法律を調べる。 

・ 振り込め詐欺や霊感商法といったマインドコン

トロールを利用した事件について調べる。 

・ セルフリラクセーションを教える練習をする。 

・ 職員会議、学年会議等で学習の目的を共通理解

し、暴力に対する教員一人ひとりの考え方を伝え

合う。 

・ 子どもの家庭環境やプライバシーに十分配慮し、

事前事後の個別指導を充実させる。 

・ 家庭と連携をとり、学習や体験内容に配慮する。 
 
【教育課程上の位置づけ】 

・ 国語 

・ 公民 

・ 理科 

・ 特別活動 

・ 総合的な学習の時間 

 

【子どもたちの準備】 

・ 新聞記事でＤＶや虐待に関する記事を調べたり、

書籍等でＤＶや虐待について調べたりする。 

 

【家庭・地域との連携】 

・ 学習の意義とねらいを伝え、暴力に対する担任の

考えを伝える。 

・ 体罰や暴力に対する学校の取組や、暴力行為を行

った場合の指導について通信や保護者会等をと

おして相互理解する。 

・ 高校生を標的にした犯罪事例を紹介する。 

・ 警察・民生委員・コンビニエンスストア等と定期

的な情報交換をする。 

 

 

 

 

○調べ学習 

・ ＤＶや虐待等の社会問題を調べて発表する。 

○暴力防止 

・ 事例や話し合いをとおして、暴力について理解する。 

○セルフコントロールとアサーション・トレーニング 

・ 心は他者からコントロールされるのではなく、自ら

コントロールできるという体験をする。 

・ 自分の気持ちをさわやかに伝えられる体験をする。 

○新聞記事、視聴覚教材による学習 

〈ＤＶや虐待に関する資料・ビデオ〉 

・ 啓発冊子『いのちのこえにみみをすまして・・・』 

・ 人権啓発ビデオ『新しい風』 

（以上（財）兵庫県人権啓発協会） 

〈マインドコントロールを利用した事件等に関する

資料・ビデオ等〉 
（警察庁 「振り込め詐欺にご用心！」

http://www.gov-online.go.jp/pickup/2006_02/

pickup_movie.html） 

・ 正しい情報と判断力を持つ。 

○ストレスマネジメントの学習 

・ 心と身体のセルフコントロール法を体験する。 

○自殺について 

・ 自殺の実態について知る。 

・ 自殺のサインに気づいた時の対処法について考え

る。 

・ 「自殺は許されないものである」ということを実感

する。 

・ どんな相談機関があるかを知る。 

・ 自殺予防対策支援ページ「いきる」を活用する。 

（国立精神・神経センター精神保健研究所 

http://www.ncnp－k.go.jp/ikiru－hp/） 

・ 『青少年のための自殺予防マニュアル』（金剛出版）

を活用する。 

○ゲストティーチャーの話 

・ 自然災害の被災者や犯罪、ＤＶの被害者、「いのちの

電話」の関係者等の話を聞く。 

・ 戦争体験者の話を聞く。 

○『明日に生きる』（兵庫県教委）の活用 

 

【子どもたちの予想される心の動き】 

・ これもＤＶなんだ。 

・ 虐待ってそういうことなんだ。 

・ 暴力は受ける側に問題があるわけではな

いんだ。 

・ 心や身体は自分でコントロールできるん

だ。 

・ 自分にも「支配と権力」による行為があ

るかもしれない。 

 

 

【振り返りカードへの記入】 

・ 学習・体験の後に、子どもたちに自分の

心の動きを振り返らせ、振り返りカード

に記入させる。 

 

 

【日常生活での実践・家庭との連携】 

・ 日常生活の中でも簡単なセルフリラクセ

ーションを実践する。 

・ 学習内容と子どもの反応を通信や保護者

会の場等で伝える。 

 

 

【先生の振り返り】 

・ 様々な暴力について理解し、望ましい人

間関係を築こうとする態度を養えたか。 

・ 人間同士の絆によって困難を克服できる

ことの強さを感じとらせることができた

か。 


